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研究成果の概要（和文）：現代インドにおける発展径路とデモクラシーを理解するための四つの視角を提案した。（１
）生存基盤論的歴史観、（２）南アジア型発展径路、（３）開発民主主義への体制変容、（４）多様性のつながりへの
構造変動、である。これらの視角は、西洋型発展径路および東アジア型発展径路を相対化し、南アジア型の発展径路と
デモクラシーのありかたを考察していく上で基礎となるものである。

研究成果の概要（英文）： We argue that there is a South Asian path of development and democratization.
Four perspectives are suggested in order to understand contemporary India. It is not a normative 
evaluation but an attempt to understand present India from within regional history and in globally 
comparative terms.
 1) Livability approach: Beyond productivity approach and capability approach. 2) South Asian path of 
development: Diverse livability through ‘segmentary participation’. 3) ‘Developmental democracy’: 
Economic liberalization, decentralization & participatory measures. 4) ‘Reassembling diversities’: 
Beyond postcolonial dichotomies

研究分野： 人類学・地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現代インドは大きく変容している。近

年の経済成長は著しく、また民主化の進展
とともに民衆の政治参加が着実に進んでい
る。ここで注目されるのは、インドにおい
て、多元的社会集団や多様な生態・文化要
素の存在が、経済発展や民主化を必ずしも
阻害するのではなく、反対に、それらの多
様性のつながりが政治経済活動を活性化し
ている側面があることだ。こうした現代イ
ンドのダイナミズムの源泉を明らかにする
ためには、民主化や経済自由化という近年
の制度的な変化だけでなく、長期の歴史の
中で構築されてきた地域固有の＜多様性主
導型発展径路＞と人々の行為主体性の発揮
（多元的社会集団の主体化と公共参加）に
注目する必要がある。 
植民地時代から 1980 年代頃までは、イン

ドにおける政治経済的な発展の“遅れ”につ
いて、その原因を、多宗教・多民族からな
る複雑な人口構成と、カースト差別や宗教
紛争そして階層性に求める見解が多くみら
れた。つまりインドの遅れは、文化と伝統
に原因があるというわけだ（ウェーバー
1974, デュモン 2001）。 
ところが 1990 年代以降、インドが経済成

長の軌道に乗り、社会と政治も大きく変容
するなかで、現代インド研究の多くは、民
主化と経済自由化という制度的変化とそこ
に由来すると考えられる政治経済的動態に
興味を寄せるようになった（絵所 2008 年, 
Corbridge & Harris 2000, Gupta & 
Sivaramakrishnan 2011, Ruparelia et al. 2011）。
しかしそこでは、環境問題や消費文化など
がとりあげられることがあっても（柳澤編 
2002 年, Haynes et.al. 2010）、南アジア型発
展径路の基盤としての生態環境を本格的に
分析し、また人々の行為主体性を支える社
会関係や文化的価値を、現代的な政治経済
的な動態との関係で正面からとりあげよう
とする真の総合研究はまだ現れていない。 
しかるに、2007 年に始まった京都大学の

グローバル COE「生存基盤持続型の発展を
目指す地域研究」（代表：杉原薫）では、グ
ローバルで長期的な視野から、アジア・ア
フリカ地域の生存基盤持続型発展の可能性
について本格的な文理融合型研究にすでに
取り組んできた。さらに 2010 年に始まった
人間文化研究機構「現代インド地域研究」
（代表：田辺明生）の、特に京大拠点・研
究グループ 1「現代インドの生存基盤持続
型発展の可能性」（代表：脇村孝平）では、
上記GCOEの枠組をインドに適用しつつ総
合的・学際的研究を進めてきた。2011 年 1
月及び 9 月には、インドの多様性と持続性
について、申請者 6 名を中心メンバーとす
る国際会議を開催して、内外の参加者から
高い評価を受けた。一方、田辺は、オリッ
サ社会の歴史人類学的な研究に基づき、現
在、ヴァナキュラーな多元的協力の価値と

デモクラシーの制度を媒介することにより、
低カースト集団が、多様性のなかの平等を
主張して、公共領域への参加権を要求する
動きがあることを論じたが（田辺 2010）、
この論をさらに学際的に展開して、インド
全体で検証していかなければならない。 
 現在必要なのは、政治経済・社会文化・
生態環境の全領域を視野に収めた、グロー
バルで総合的かつ長期的な南アジア地域理
解のなかに、現代インドの変容を位置づけ
ることである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、多元的接触領域としての南ア

ジア地域の構造と動態を長期的な視点から
把握し、現代インドの発展径路とその現代
的展開を、特に、多様な地域のつながりと、
多元的社会集団の公共圏への参加による社
会経済政治的な活性化という視点から解明
すること、そしてそれを世界の諸地域との
比較と連鎖のなかに位置づけることを課題
とする。 
 １．南アジア地域は、インド洋とユーラ
シア大陸の中心に位置し、湿潤と乾燥が複
雑に絡み合う多様な生態環境を背景に、多
元的な社会集団が接触し交流してきた多元
的接触領域としての歴史を有する。その過
程を、多様な地域と集団が結びつき、物質
的・精神的な交換と流通によって豊かさを
実現する多様性主導型発展径路としてモデ
ル化する。 
 ２．現代インド内の諸地域の固有性を、
生態環境・社会文化・政治経済の三側面の
それぞれの特徴とその連関において把握す
る。さらに地域間の競争、交換、移民（教
育・就業・出稼ぎ）などによる社会経済変
容と空間構造変動を明らかにする。農村、
町、 中小都市、大都市の新たなつながりに
も着目する。これにより現代インドの動態
をグローカルなネットワークによる多様性
のつながりの視点から明らかにする。この
つながりにおける排除と搾取の側面にも留
意する。 
３． 1990 年代以降のインドの経済成長

及びデモクラシーの進展において、いかに
どの程度、多元的社会集団の公共領域への
参加と主体化が実現しているかを検証する。
特に代表政治、社会運動、教育・就業にお
ける下層民とマイノリティの動きに着目す
る。現在の動態を、制度変化と行為主体性
の相互作用でとらえ、従来周縁化されてき
た人々の参加と主体化による公共圏の構造
変動の実態を解明する。全国レベルだけで
なく諸地域における固有の動きに注意する。 
４．現在、世界諸地域の多元的な発展径路
とその関係を理解することが、グローバル
化のなかで諸地域の共存・共栄を探究する
うえで喫緊の課題となっている。南アジア
の「多様性主導型発展径路」を、西洋の「資
本集約型発展径路」と東アジアの「労働集



約型発展径路」との関係において（杉原
2010）、世界史的な比較と連鎖のなかに位置
づけ、その現代的意義を検討する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、6 人のメンバーによる共同研究
である。各自の専門課題についての研究を、
日本での文献研究・統計分析、インドでの現
地調査・資料収集、国内外での成果発表・研
究交流を通じて進展させるとともに、1 年に
6 回の研究会において徹底的な学際的対話と
討論をなし、さらに共同でのフィールドワー
クを毎年 1 回行う。それを通じて、南アジア
の生態環境、政治経済、社会文化の特質をそ
れぞれ明らかにするだけでなく、それらを総
合して、南アジアの発展経路とその今日的展
開について、学際的なモデル化・概念化を図
る。 
 本研究は、経済発展と民主化を独自のかた
ちで実現しつつある南アジア地域の固有の
発展径路に着目しながら、それがいかに当該
地域の生態・社会・歴史的条件において合理
性を有するのかを、他地域との比較と連鎖を
含めて明らかにする。つまり未だ解明されざ
る、南アジア地域の固有性のなかの普遍性を
明らかにし概念化することをめざす。 
 そこで私たちが注目するのは、南アジア地
域システムのそもそもの特性であり、現代イ
ンドの経済発展と民主化においても焦点に
なっている「多様性のつながり」である。1990
年代以降の構造変動のなかで、多様な生態・
文化的特徴をもつ諸地域や、多元的な社会集
団が新たにつながり、相互的な交換と交渉を
活発に行うようになったことこそが、社会政
治経済の活性化の源泉であるとともに、弱者
の周縁化や排除という問題を生んでいる。こ
うした現代インドの構造変動を、歴史的・空
間的に明確に位置づけるための枠組として、
南アジアの＜多様性主導型発展径路＞とい
う概念を提案する。このフレームワークに即
して、南アジア内部の多様性とそれらの総合
的な関係性を視野に収めるとともに、その構
造変動を長期の時間軸において考察・検証す
ることによって、現代インドのダイナミズム
を地域史の論理に即して理解することがで
きるだろう。 
 インド内諸地方は、地理生態的な違いがあ
る他、社会文化的な固有性も加わって、現在、
それぞれ特徴ある政治経済的な発展のかた
ちを遂げてきている。図式的に言うならば、
主に三つの地帯を区別することができよう。
デリー、パンジャーブ州、グジャラート州、
マハーラーシュトラ州などは、１人当たり所
得と都市人口比率は高いが、出生率は低く、
また 6 歳以下人口における性比（女児の割合）
が非常に低いという「経済発展型」の地帯で
ある。対して、ウッタルプラデーシュ(UP)州、
マディヤプラデーシュ州、ビハール州などは、
１人当たり所得、都市人口比率、性比は低い
が、出生率は非常に高いという「人口増加型」

の地帯である。現在、後者から前者の地帯に
対して、豊富で安価な移民労働力と経済需要
拡大がもたらされており、いびつな発展を補
完的に支えている。一方、南インドのタミ
ル・ナードゥ(TN)州、アンドラ・プラデーシ
ュ州、カルナータカ州、ケーララ州は、経済
発展が進み出生率も低いながら性比は高い
という、比較的バランスのとれた「生存持続
的発展型」の地帯であるといえよう(Census of 
India 2011、佐藤 2011)。 
 地理生態的な特徴と、技術発展と制度構築
のプロセス、そして、それぞれの地域で歴史
的に形成されてきた社会関係や文化的価値
をベースとした人々の行為主体性という三
つの側面から、インド諸地方の政治経済的発
展のあり方を総合的に捉え直す。また、現代
インドの補完的・複合的な地域構造を把握す
るために、個別事例を全体的連関のなかに位
置づける。経済発展型からデリーとグジャラ
ート州、人口増加型よりビハール州、UP 州、
生存持続的発展型からチェンナイと TN 州を、
また、パターン外の地方として、オリッサ州
とウッタラーカンド州をとりあげ、統計的な
分析とともに、学際的な共同フィールドワー
クを通じて、それらの固有の発展のかたちを
総合的に、かつ他地方との関係（特に人、モ
ノ、カネの移動）においてとらえる。 
 なお各メンバーはそれぞれの専門課題を
通じて、全体的な理論枠組みへの貢献をする
責任を有する。メンバー6 名をコアとして、
日本で国際会議を数回開催するほか、外国の
学会等でパネルを組んで成果発表する。最終
年度の国際会議の発表内容を中心に、日本語
と英語で論文集を刊行する。 
 
 
４．研究成果 
 現代インドにおける発展径路とデモクラ
シーを理解するための四つの視角を提案し
た。（１）生存基盤論的歴史観、（２）南アジ
ア型発展径路、（３）開発民主制への体制変
容、（４）多様性のつながりへの構造変動、
である。 
 （１）〈生存基盤論的歴史観〉は、生産効
率性の向上ではなく、人間の生存基盤の拡充
こそが長期的歴史を特徴付けてきたと考え
る。人びとが、食糧、住居、衛生などの基礎
的な生存基盤を確保し、ついで識字能力を身
につけて、政治経済社会的な行為主体として
活動するに至る過程が重要である。諸地域の
生存基盤は、それぞれ固有の自然環境と人間
文化の相互作用のもとに成立した。この視点
からインド世界は、外部に常に開かれた〝開
放性〟、いろいろな生態と文化が関わり合っ
て維持されてきた〝多様性〟、異質な原理を
もつ諸組織及び諸集団をゆるやかにまとめ
あげてきた〝階層性〟と〝多中心性〟によ
って特徴付けられる。 
 （２）デモクラシーの深化と市場経済の活
性化は、開放性、多様性、階層性、多中心性



という性格をもつ〈南アジア型発展径路〉が
その潜在力を現代的な形で発揮したことか
ら生じている、と私は考えている。それが可
能になったのは、多様な社会集団が政治経済
社会的な行為主体として活発に活動するに
至っているからだ。識字率は独立後急速に上
昇し、近年では特に下層民、低開発州、女性
の識字率向上が著しい。識字力の向上によっ
て行為主体性を高めた諸民衆は、〝分節的(セ
グメンタリー)な参加と分有〟という地域固
有の社会原理に立って公共参加を推進しな
がら、従来の差別構造を厳しく批判し、多元
的な社会集団のより平等かつ公正な生活機
会(ライフチャンス)の保障を求めている。 
 （３）現代インドにおける南アジア型発展
径路の一九九〇年代以降の政策的展開を、こ
こでは〈開発民主制〉として理解することを
提唱する。それは民主制のもとの開発主義を
指すのではなく、多様な人びとの公共参加
（政治経済活動）の機会を保障・拡充するこ
とを通じてデモクラシーの深化と経済発展
を同時に達成することを目指す体制を指す。
その具体的な内容は、「市場化・分権化・参
加保障」の三点セットからなる。国家の役割
は、市場経済を拡充するインフラ整備と、生
存基盤を拡充する生態社会条件の整備にお
かれる。国家主導の開発政策を見直しつつ、
しかし、市場の論理だけに任せるのでもなく、
人びとの多様な生存基盤拡充の要求に応え
つつ、その人びとのダイナミズムと力をデモ
クラシーの深化と経済発展へと向けようと
する政策である。 
 ４）こうした体制変化のもと、インドの開
放性・多様性・階層性・多中心性といった長
期的な特徴は現代的なコンテキストのもと
で新たな変貌を遂げている。そのなかで、ポ
ストコロニアル状況において従来は認識的
にも実質的にも対比的に分断されていた〝
都市と農村〟〝国家と社会〟〝中央と地方
〟〝エリートとサバルタン〟〝グローバル
とナショナル〟〝フォーマル・セクターとイ
ンフォーマル・セクター〟などの二元論的構
造は溶融し、新たなつながりをもちつつある
［水島 第二巻序章、上田 第三巻 第三章、
岡橋 第四巻序章、三尾 第六巻序章］。そ
こでは既存の区分やカテゴリーをこえて多
元的な社会構成や物資や言説などがまじわ
りあう事態が生じており、それが政治経済的
にも社会文化的にも新たな動態を生んでい
る。これは、ポストコロニアル的な二元論的
構造から、グローカルでハイブリッドな〈多
様性のつながり〉への構造変動としてとらえ
ることができる。 
 これらは、総合的・長期的視点から得られ
た新たな現代インド像であり、国際的なイン
パクトがあることが見込まれる。 
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